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感染防⽌に活⽤された
ロボティクスの技術

「真の実⼒は危機に直⾯した時に初めて試される」といいます。今回は、1⽉中旬以降、新型コロナ
ウイルスの感染が世界規模で拡⼤する中、ロボティクス技術を活⽤して、⼈と⼈との接触を削減する
取り組みを紹介します。

上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有、非保有、および将来の個別銘柄の組み入れまたは売却を示唆するものでもありません。

運転で配送することができるので、無接触で届けられるのです。中には、配達先のエレベーターに
乗って、⽞関先まで届ける“凄腕ロボット配達員”も活躍しているようです。もちろん、感染防⽌の

※イメージです。

※イメージです。

移動の制限や従業員の職場復帰が進まない中、ロボット配達員が⾷料品などを届けています。
例えば、⼈が倉庫で商品を積んで配達先を登録するだけで、⾃ら最適ルートを探して、⾃動

のために、毎⽇、専⾨スタッフが何度も消毒しています。
中国では、⼤⼿ECのJD.comや美団点評、アリババなどが無⼈配
送サービスを⼿掛けており、政府が購⼊費や運⽤に補助⾦をつけて
います。このほか、外出が出来なくなったオフィスワーカー向けの
リモートワーク（在宅やサテライトオフィスでの勤務）アプリや、
学⽣向けオンライン学習アプリの利⽤が急増しました。
このように、新型コロナウイルスの感染状況の早期把握や、感染

医療現場は、⼈と⼈との接触を避けることが難しいものです。中国では、接触を避けて診察
する⽅法として、オンライン問診・診断から、調剤や薬の配達、健康チェックまでをカバー
する「医療+インターネット」のプラットフォームが提供されています。

このアプリは、平安保険集団などが提供しており、感染リスクを確認で
きるサービスを提供するアプリもあります。⽇本でも、オンラインや電
話での診療が拡がりつつあります。
診断においては、例えば、アリババが通常約15分かかるウイルス診断を
約20秒に短縮するAIシステムを、⾳声AIに強みを持つiFLYTEKが3秒以内
でCTスキャンの補助診断ができるシステムを開発・提供しています。
また、⾃律的に病院内を移動しながら、空気中のウイルスなどを殺菌す
る紫外線消毒ロボットも活躍しており、1つの病室を10分程度で99.99％
殺菌する能⼒があるといいます。⽇本でも、ロボット開発のZMPが消毒
液散布機能を持ったロボットを商品化しています。

ロボティクス技術は 医療現場でどのように活⽤されたのか

感染防⽌で⼈と⼈との接触を避けるために 誰がモノを運ぶのか

拡⼤防⽌のために、随所でロボティクス技術が活⽤されました。そして、⼈の仕事の⼀部をロボ
ティクスが代替することで、⼈が取り扱う情報量と作業の質を向上させることができたのです。


